
藻
岩
山
、
遠
く
は
手
稲
山
を
望
め
る

美
し
い
景
色
を
眺
め
な
が
ら
気
持
ち

よ
く
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま

す
。当

院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
物
理

療
法
室
と
運
動
療
法
室
、
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
室
の
３
つ
に
大
き
く
分
け
て
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

〔
物
理
療
法
〕

物
理
療
法
は
、
電
気
、
光
線
、
水
、
さ
ら

に
機
械
的
な
も
の
な
ど
を
利
用
し
て
温
熱
的

効
果
な
ど
物
理
的
な
作
用
を
利
用
す
る
治
療

法
で
す
。
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
当
院
で
は
、
ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
２

台
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
浴
槽
１
台
、
過
流
浴
槽
１

台
な
ど
の
温
熱
療
法
機
器
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
１
台
、

低
周
波
１
台
、
極
超
短
波
１
台
、
赤
外
線
１

台
、
超
音
波
１
台
な
ど
の
電
気
光
線
療
法
機
器

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
機
械
的
な
作
用
を
利
用

す
る
も
の
と
し
て
は
介
達
牽
引
機
器
２
台
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
専
門
的
治
療
機
器
と
徒
手

的
な
マ
ッ
サ
ー
ジ
手
技
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て

治
療
し
て
い
ま
す
。
写
真
２
は
、
物
理
療
法
室

の
全
体
風
景
で
す
。

〔
運
動
療
法
〕

運
動
療
法
は
、
そ

の
名
の
通
り
体
を
動

か
す
こ
と
に
よ
り
様
々

な
治
療
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
行
う
も
の
で
す
。

当
院
で
は
、
治
療
用
ベ
ッ
ド
３
台
、
ボ
バ
ー
ス

テ
ー
ブ
ル
３
台
、
平
行
棒
２
台
な
ど
の
基
本
的

な
器
具
に
加
え
て
、
バ
イ
オ
デ
ッ
ク
ス
（
特
殊

な
筋
力
評
価
訓
練
機
器
）
、
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル

（
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
式
の
歩
行
・
走
行
機
器
）
、

エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
（
自
転
車
こ
ぎ
）
２
台
、
リ

カ
ン
ベ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
（
腰
か
け
式
自
転
車
）
、

エ
ア
ロ
ク
ラ
イ
ム
（
階
段
昇
降
の
よ
う
な
運
動

を
す
る
機
器
）
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
バ
ラ
ン
サ
ー

（
バ
ラ
ン
ス
の
評
価
・
訓
練
機
器
）
な
ど
、
最

新
の
機
器
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
写
真
３
は

運
動
療
法
室
全
の
全
体
風
景
で
す
。

こ
れ
ら
の
機
器
を
併
用
し
な
が
ら
、
私
た
ち

の
徒
手
に
よ
る
種
々
の
機
能
回
復
訓
練
を
中
心

に
患
者
様
の
早
期
回
復
・
早
期
退
院
を
目
指
し
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
も
現
在

で
は
一
般
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く

の
病
院
で
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野

で
は
多
く
の
職
種
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
当
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
に
は
、
理
学
療
法
士

３
名
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
２
名
、
受
付
事
務

職
員
１
名
の
総
勢
６
名
で
日
常
の
業
務
に
励
ん

で
い
ま
す
。
場
所
は
入
院
棟
３
階
に
あ
り
ま
す
。

病
棟
移
転
時
に
多
く
の
最
新
機
器
を
導
入
し
、

写
真
１
の
よ
う
に
約
３
０
０
㎡
の
広
い
訓
練
室

に
配
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
室
の
窓
は

床
か
ら
天
井
ま
で
全
面
ガ
ラ
ス
と
し
、
豊
平
川
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
の
紹
介

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
係
長

館

博
明
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り
患
者
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
日
々
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
対
応
の
不
十
分
な
面
が
多
く
、

患
者
様
に
は
色
々
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
何
か
お
気
づ
き
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
意
見
・
ご
指
導
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る

に
は
、
主
治
医
の
指
示
・
依
頼
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
ず
は
主
治
医
に
ご
相
談
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

心
疾
患
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

急
性
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
、
心
臓
血
管
手
術

後
の
患
者
様
に
対
し
て
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
急
性
期
の
た
め

病
棟
で
行
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
段

階
を
踏
ん
で
歩
行
や
階
段
な
ど
安
全
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
耳
鼻
咽
喉
科
疾
患

に
多
く
見
ら
れ
る
、
め
ま
い
に
対
し
て
め
ま

い
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。
耳
鼻
咽
喉
科
に
10
日
間
１
ク
ー
ル
で
短

期
入
院
し
、
そ
の
間
に
集
中
し
て
１
日
３
回

め
ま
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
践
し
ま
す
。
疾
患
や
病
状
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
多
く
の
患
者
様
は
軽
快
し
て
退

院
し
て
い
ま
す
。

外
科
で
は
、
高
齢
者
の
外
科
手
術
後
に
起

こ
り
や
す
い
肺
合
併
症
と
安
静
臥
床
に
よ
る

筋
力
低
下
な
ど
の
予
防
と
早
期
離
床
を
目
的

と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
手
術
翌
日

か
ら
、
も
し
く
は
場
合
に
よ
り
手
術
前
か
ら

行
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
癌
に
よ
る
乳
房
切
除

術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も

全
例
行
っ
て
い
ま
す
。

小
児
科
で
は
、
重
度
心
身
障
害

児
の
呼
吸
療
法
や
小
児
肥
満
に
対

す
る
運
動
療
法
な
ど
で
必
要
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
診
療
科
を
問
わ

ず
安
静
臥
床
に
伴
う
廃
用
症
候
群

に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

や
嚥
下
障
害
に
対
す
る
嚥
下
訓
練

な
ど
、
多
く
の
診
療
科
、
疾
患
に

対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
よ

て
日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
ど
の
よ
う
な
疾
患
に
対
し
て
行
っ

て
い
る
の
か
を
平
成
16
年
度
の
延
患
者
数
が

多
い
順
に
簡
単
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

最
も
多
い
の
は
整
形
外
科
疾
患
で
す
。
骨

折
・
関
節
疾
患
・
脊
柱
疾
患
な
ど
ほ
と
ん
ど

全
て
の
疾
患
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
主
に
、

物
理
療
法
、
関
節
可
動
域
訓
練
、
筋
力
訓
練
、

起
居
動
作
訓
練
、
歩
行
訓
練
、
階
段
昇
降
訓

練
な
ど
を
発
症
後
（
手
術
後
）
早
期
か
ら
積

極
的
に
行
い
、
段
階
を
追
っ
て
進
め
ら
れ
ま

す
。
平
成
16
年
度
で
は
入
院
外
来
合
わ
せ
て

編 集 後 記
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ゴールデンウィークに旅行や外出

で身体に疲れを貯めていませんか？

そんな時こそ病気にかかりやすい

ものです。十分に睡眠をとり体を

癒してあげてください。

編集責任者

事務局 佐々木憲一

延
１
万
１
０
０
０
件
を
越
え

る
実
績
に
な
っ
て
い
ま
す
。

呼
吸
器
疾
患
は
、
様
々
な

疾
患
の
呼
吸
障
害
に
対
し
て
、

呼
吸
理
学
療
法
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ス
ク
イ
ー
ジ
ン
グ

な
ど
の
手
技
を
中
心
と
し
て
、

排
痰
訓
練
、
呼
吸
介
助
療
法

な
ど
を
行
い
ま
す
。
更
に
、

呼
吸
状
態
に
合
わ
せ
て
早
期

離
床
を
促
し
、
歩
行
な
ど
の

動
作
が
可
能
に
な
る
よ
う
な

運
動
療
法
も
行
い
、
早
期
退

院
で
き
る
よ
う
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

糖
尿
病
代
謝
科
で
は
、
特

に
２
型
糖
尿
病
の
患
者
様
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
２
型
糖

尿
病
の
場
合
、
食
事
療
法
と

運
動
療
法
は
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
最
も
重
要
な
治
療

手
段
で
す
。
入
院
患
者
様
を

対
象
と
し
て
、
糖
尿
病
教
室
を
月
２
回
（
隔

週
水
曜
日
午
後
４
時
か
ら
）
を
開
き
、
運
動

の
考
え
方
・
方
法
の
指
導
と
実
際
に
簡
単
な

柔
軟
体
操
を
行
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
更
に
、

入
院
後
運
動
を
行
う
こ
と
に
問
題
が
な
け
れ

ば
個
別
に
も
運
動
療
法
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
や
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
な
ど
の

機
器
を
使
用
し
て
、
運
動
を
実
際
に
行
い
な

が
ら
退
院
後
に
自
宅
で
も
運
動
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
患
者
さ
ま
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

当
院
リ
ハ
ビ
リ
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
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